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中央環境審議会大気・騒音振動部会自動車単体騒音専門委員会「今後の自動車単体

騒音低減対策のあり方について（第三次報告）（案）」に対するパブリックコメントの

実施結果について 

 

１．実施方法 

（１）意見募集期間：平成 27 年 6 月 16 日(火)から平成 27 年 7 月 16 日(木)まで 

（２）告知方法：環境省ホームページ、電子政府ホームページ及び記者発表 

（３）意見提出方法：郵送、ＦＡＸまたは電子メール 

 

２．意見提出数 

21 通 （39 件）     ［内訳］  業界団体     0 通 

企業        0 通 

個人、その他 21 通 

 

３．寄せられた御意見及びそれに対する考え方 

No. 報告(案)の 

該当箇所 
御意見の概要 件数 御意見に対する考え方 

1 全般 今回の自動車単体騒音低減対策に

賛成する。（このうち規制の効果

を検証していただきたいという意

見が 3件ありました。） 

12 件 

本報告を踏まえ、所要の対策を進めるべきと考

えます。なお、規制の効果の検証については、

今後取り組むべき課題と考えます。 

2 全般 

 

 

自動車単体騒音の低減のための税

制優遇措置を検討されたい。 
1 件 

自動車単体騒音を低減するためには、規制によ

る抜本的な対策を講じる必要があると考えま

す。 

3 全般 
「大型車」と「普通車の改造マフ

ラー」はさらなる規制強化をすべ

きではないか。 

1 件 

今回の報告案においては、大型車を含めた走行

騒音試験法の見直しや改造対策にも資する使

用過程車の対策についても措置を講ずるべき

としています。 

4 全般 自動車騒音に悩まされている地域

もあるので、今後も騒音低減対策

に取り組まれることを期待してい

る。 

1 件 
引き続き、様々な自動車騒音低減対策を進めて

いくべきと考えます。 

5 全般 

 

違法改造車や悪質な暴走行為によ

る騒音に対する対応を要望しま

す。 

1 件 

関係省庁とも連携し、自動車単体騒音低減に向

けて所要の対策に取り組んでいくことが適当

と考えます。 

6 2.(P3) 四輪車走行騒音規制の見直しに賛

成する。 
2 件 

本報告を踏まえ、所要の対策を進めるべきと考

えます。 7 3.(P10) 

 

近接排気騒音の相対値規制への移

行の効果に期待する。 
5 件 

8 3.2(P12) 

3.3(P12) 

 

 

 

 

二輪車の近接排気騒音規制の見直

しについて、欧州と同様な規制と

して頂きたい。相対値規制を導入

し、アフターマーケット市場の適

正化を図られたい。 

1 件 

二輪車については、先般の「今後の自動車単体

騒音低減対策のあり方について（第二次答申）」

において、国際基準と調和を図るよう提言し、

平成 26 年１月より実施されています。使用過

程車の近接排気騒音についても、今回の報告案

をもとに相対値規制を導入し不正改造等によ

る騒音値の悪化を効果的に検出することによ

り、アフターマーケット市場の適正化に資する



  

ものと考えます。 

9 3.3.3(P13) 

 

新車だけでなく、マフラー改造車

についても規制の強化を希望しま

す。 

1 件 

平成 22 年（2010 年）4 月以降に初度登録され

た自動車にあっては、交換用マフラーの走行時

の騒音低減対策を目的としたマフラー性能等

確認制度により、性能等が確認されていないマ

フラーを装着することが禁止されています。同

制度は導入から 5年程度経っており、当該認証

制度についてレビューしていくことを報告書

に記載しています。 

10 4.(P14) 従来の自動車単体規制だけでな

く、タイヤ騒音規制導入による効

果を期待する。 

1 件 
本報告を踏まえ、所要の対策を進めるべきと考

えます。 

11 5.3(P23) 

マフラー性能等確認制度の効果の

検証や取締りの徹底をお願いしま

す。 

5 件 

平成 22 年（2010 年）4 月以降に初度登録され

た自動車にあっては、交換用マフラーの走行時

の騒音低減対策を目的としたマフラー性能等

確認制度により、性能等が確認されていないマ

フラーを装着することが禁止されています。同

制度は導入から 5年程度経っており、当該認証

制度についてレビューしていくことを報告書

に記載しています。また、関係省庁とも連携し、

騒音低減に向けて所要の対策に取り組んでい

くことが適当と考えます。 

12 5.3(P23) 

 

マフラー性能等確認制度は二輪、

四輪の両方に適用されるのでしょ

うか。 

1 件 
マフラー性能等確認制度は二輪及び四輪の双

方に適用されます。 

13 5.4(P23) 静かな路面を増やしていくような

対策を是非検討をして頂きたいと

思います。 

3 件 

関係省庁とも連携し、騒音低減に向けて所要の

対策に取り組んでいくことが適当であると考

えます。 

14 6.1.1(P25) 静かな運転の啓発についても期待

する。 
1 件 

本報告を踏まえ、所要の対策を進めるべきと考

えます。 

15 その他 

低周波音についても規制を導入す

べきではないか。 
1 件 

今般導入することとしている四輪車の走行騒

音規制に係る国際基準では、周波数によらず音

の大きさによって規制値が定められているた

め、低周波音であってもその音量が大きければ

規制の対象となります。 

16 その他 二輪車は被視認性が悪いため、静

か過ぎる騒音は道路交通環境には

危険ではないか。 

1 件 

今後の検討の参考にさせていただきます。 
17 その他 自動車の左折時に、歩行者等に車

両の接近を呼びかける音源につい

ても規制すべきではないか。 

1 件 

 


